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製作体験の比較から道具の重要性理解を育む技術科の授業づくり
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1研 究の目的と方法

1.1研 究 の 目的

本研究は、 ものづ くりの工程及び作業方法の変

革をもた らす道具等の労働手段が進歩することの

重要性を、中学生に認識 させ る効果的な技術科の

授業 を開発する ことを目的とする。

現在、わが国の技術科 においては、 自分 自身の

ための作品製作に大半の時間を費やす授業が少な

くない。授業の最終 目標が作品製作 にあるかのよ

うに見受けられるほどで ある。その対極の授業と

しては、現代社会の ものづ くりについて子 どもに

考えさせる授業が少ないが存在 している1)。 現代

社会におけるものづ くりや技術のあり方 について、

自分 の意見 をもて る人を育てるためには、ものづ

くりや技術そのものにつ いて考えさせる学習が必

要である。そ うした考 えの もと、筆者 らは技術科

の授業として技術ゲームと称する教材(以 下、「技

術G」 と略す)を 取 り入れた授業を開発 し、実践

的検討を行っている2)。 「技術G」 とは、製作する

紙製 タイヤの種類 に応じて道具を選択させ、最終

的に選択 した道具 にかか った費用と製作 したタイ

ヤの売 り上 げか ら利益を算出させる教材のことで

ある。

1.2先 行 研究

「技術G」 に関す る先行研究 にお いてはい くつ

かのゲームの仕様が見受 けられる。その中で一番

多 く用い られた仕様の授業 としては、スタッ ドレ

スタイヤとチェー ンタイヤの二種類 のタイヤの中

から、製作するタイヤ とそれ を作 るために指定 さ

れた道具 を選択 し実習する授業(以 下、二種類一

対一方法の授業)が ある3)。

二 種類一対 一方法の授業では、図1の よ うに、

①普通のはさみ(普 通の道具)を 用いてチェー ン

タイヤを製作す る方法や、②ギザギザの形に切断

す るピッキ ングはさみ(作 業に専用化 された道具)

を用いてスタッ ドレスタイヤ を製作する方法、 も

しくは③両方とも製作する方法の3つ が あり、そ

れらの中か らいずれかの方法 を選択する。製作実

習を通 して、それぞれの道具 を用 いた時の製作工

程が異なることと作業効率の違いについて認識 さ

せ ることをめざしている。そ して、実習後の学び

あいによって、材料や道具、人間(エ ネルギー)

といったものづ くりの構成要素の関係と、道具の

進歩 による作業効率の向上について認識 させ ると

ともに、その認識等 を根拠 にして道具の発展 の重

要性について再認識 させ ることをめざしている。

この先行研究 について、第一には、道具の機能

の比較に関する学習の設定 について検討が必要で

あると考える。二種類一対一方法の授業においては、

製 作す るタイ ヤ の種類 によ って使 用す る道 具

① チェー ンタイヤ → 普通のはさみ

② スタッ ドレスタイヤ → ピッキングはさみ

チェー ンタイヤ → 普通のはさみO

スタッ ドレスタイヤ → ピッキングはさみ

図1:二 種類一対一方法の全選択パター ン
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